
更新作業用【シンプル版】3/1 第6回目WS用 

※元のドキュメント遠浅地区：協働実行基本プラン 

様式第２号（第５条関係） 

協働実行基本プラン（期間：  年度から  年度まで） ［地区名：遠浅］ 

事業分野 地域の課題 実施事業  

地域にとって特に取組む必要がある（2票は  ３票以上は    ） 

自分にとって特に取組む必要がある（2票は  ３票以上は    ） 

目標（将来像） 

交流 
遠浅のコミ

ュニティづ

くり 

  

  

住民同士で集まる場がなく 

関係性が希薄となっている 
・どの世代も集まる場所がな

い 

・HUBがない 

・情報が細部にいきわたらな

い 

・自治会の担い手不足 

・自治会の高齢化 

・自治会に加入していないの

子供会の行事参加困難 

・多世代交流の希薄さ 

・シニア世代が地域に取り残

される 

・イベントを企画する自体

が難しい 

・公民館の利用の仕方がわ

からない 

・公民館までの道が安全じ

ゃない（神社付近の道がく

らい横断歩道がない） 

 

1-1.秘密基地をつくる 

①大人も子どももみんなと触れ合える機会をつくる 

・多世代交流を目的としたごみ拾い、モルック、自然体験、産直、市民農園での産物の販

売、祭り、焼肉（交流×焼肉が一緒）、餅つき、防災キャンプなど高齢者がレクレーショ

ンを多世代と楽しむ 

・子ども世代：バスケットゴールの確保、お泊り会、色々なスポーツを楽しみたい 

・シニア世代：高齢者男性が気軽に参加できる趣味や料理教室、歩こう会、ワイン教室、ワ

イナリー見学、女子会バスツアーなど高齢者のことも考えリラックスできる環境もほしい 

 

1-2.公民館を活用したい 

①地域住民が気軽に交流やイベントをできるために中心となる人・場所・予算の確保する、

公民館だよりを発信する人の確保する 

②公民館の使用の簡素化や使用時間の見直し、レイアウトの変更、スクールバスの停留

所などを検討する 

③地域食堂、カフェ、フリマ、お裁縫カフェ、各種イベントなど多世代交流、友達作り

の場 

④まなびおみたいに気軽にはいれるスペース、雰囲気にする、ホワイトボードではない

大きな黒板、自学自習・勉強スペース、コワーキングスペースの確保 

⑤営利活動ができる 

 

▶︎「遠くの親戚より近

くの他人」と思える

地域 

▶︎遠浅小学校があった

ころのような多世代

のつながりがある地

域 

 

https://docs.google.com/document/d/11t4o1zfQHqs3-hLUjGwcaGcXrjLINT_Sbv38FAokWYw/edit?usp=sharing


生活支

援 
  

  

それぞれの世代が今と将

来に不安を抱えている 

 

▶︎子ども世代 

大人とあえない・外で遊

べない（暗くて怖い、電

柱がない、公園に時計が

ない） 

・デマンドバスが使いづ

らく病院などにいけない 

 

▶︎子育て世代 

育児の相談や預かる場所

がない、共働きで親同士が

協力できない人がいる、情

報を受け取るシステムが

必要（特に若い単身者、

ノーザン、遠浅市街と源武

で情報格差） 

 

▶︎ミドル世代 

地域とのかかわりがもて

ない 

 

▶︎シニア世代 

移動手段がない・健康問

題・除雪が困難 

 

 

 

 

 

2-1.子育て世代 

①公民館で放課後の子供の居場所（ご飯も食べれる）、預ける場所、遊び場所の確保す

る 
②公民館付近の通学路の安全確保 

③自治会を超えた情報共有 

 

2-2.ミドル世代 

①地域で活躍するため無理のない範囲（やりたい人がやれる状況をつくる）での役割つ

くり 

 

2-3.シニア世代 

①デマンドバスのほか交通手段の確保 

②健康問題や生活の不安に関するサポート 

③高齢者宅の除雪が中高生のマンパワーで実現 

 

 

2-4.全世代において 

①現在使用されていない施設の再利用（旧保育所・公民館の裏遠浅小学校など） 

②熊についてみんなで学び、被害防止対策の検討や駆除しない形での共存、教育など 

③子供の預かり、緊急時の対応など互いの世代での問題をマッチングして解決できるよ

うな方法を検討する 

 

2-5.情報受発信「とあサークル」（公式アカウント）をつくる 

①公民館使用やイベント、必要な暮らしの情報などを受発信する 

②イベントの手伝い募集をする 

 

▶︎世代に関わらず、

安心して遠浅地区で

過ごすための環境作

り 

 
▶︎年を取っても安心し

て暮らせる地域 

▶︎遠浅地区で完結でき

るくらし 

 

▶︎気を使わない・使わ

せない関係づくり 

 



組織 

づくり 
住み続けた

い遠浅につ

いて話し合

える場 

 

  

  

・子ども会の運営が困難 

・子供行事の参加が難しく

なっている 

・自治会は存在していても

情報が行き届かない地域が

ある 

・遠浅地区に町議がいない 

・自治会の高齢化 

3-1.既存の組織の検討 

①自治会の課題とニーズの確認、今後の対策検討（自治会の動きを公式ラインで周知など） 

②子ども会の運営の検討 

 

3-2.これからの新しい組織づくり 

①地域の団体などと取り組むことへの助成、得意な人とニーズをマッチングさせる取り組み

の検討 

②子どもを含めた話し合いの場をつくる 

③地域のすでにある組織と繋がり、一緒に話し合い、問題解決に関するアイディアを考える 

④自治会と連携して情報発信をする 

▶︎地域交流の拠点へ 

▶︎コミュニティを広

げ、人をつなげる組

織へ 

▶︎小さなコミュニティ

の一本化へ 

 

※その他（地域単独では解決困難であり、全町的または広域的な観点による検討が必要と思われる地域の課題など） 

 

  

 

 


